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り，強制的に面対称性を作り出し， 3 次元復元を行う手法を提案するO 鏡は，直接像・鏡像聞に面対称






















元問題を扱い，対応関係にある 2 点と 2 線分の延長上の交点が与えられれば復元できることを導いて
いる。
(3) 本論文で考案されている復元式は，対象を面対称物体に限定しているが，鏡を使用する事によって
適用範囲を広げた。鏡は，面対称性を作り出すことに使用する。従来，鏡を使用した復元法では，鏡
は主に別の視点を作り出す事に使用されているO この場合，鏡の位置，姿勢情報が不可欠であるが，
本論文の提案手法においては，このような幾何学的な情報を必要とせず復元できる点に新規性があるO
以上の結果は，コンビュータビジョンの分野に，重要な多くの新知見を与えるものであり，博士論文
として価値あるものと認める。
